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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）重合体組成物および重合体安定化量の安定剤組成物で金型を充填する工程、ここで
安定剤組成物は、式Ｖ
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【化１】

［式中、
　Ｒ21は、式Ｖの芳香族部分の０～４位における同一のまたは異なる置換基であり、そし
て
　　　　Ｃ1－Ｃ12ヒドロカルビル、
　　　　ＮＲ’Ｒ”、ここでＲ’とＲ”はそれぞれ独立にＨ1またはＣ1－Ｃ12ヒドロカル
ビルから選択される、または
　　　　ＯＲ27、ここでＲ27はＨ、Ｃ1－Ｃ12ヒドロカルビル、ＣＯＲ'”またはＳｉ（Ｒ

28）3から選択され、そのＲ'”はＨまたはＣ1－Ｃ20ヒドロカルビルから
選択され、またそのＲ28はＣ1－Ｃ12ヒドロカルビルまたはアルコキシから選択される、
：
から独立に選択され、
　Ｒ22はＨまたはＣ1－Ｃ12ヒドロカルビルから選択され、
　Ｒ23はＨまたはＣ1－Ｃ20ヒドロカルビルから選択され、そして
　Ｒ24－Ｒ25はそれぞれ独立にＨ、Ｃ1－Ｃ12ヒドロカルビルまたはＯＲ””、ここでＲ
””はＨまたはＣ1－Ｃ12ヒドロカルビルから選択される、から選択され、そして
　Ｒ26はＨまたは、Ｒ25と一緒になって＝Ｏを形成する一結合であるが、ただし、Ｒ27が
Ｈの場合は安定剤組成物はエトキシル化アミドおよび／またはエトキシル化アミン帯電防
止剤を含まないこととする、である］
に従う、少なくとも一つのクロマンに基づく化合物を含んでなる、
ｂ）十分な温度のオーブン内で金型を加熱して重合体組成物を溶解して、それを金型の壁
に塗布しながら、少なくとも１本の軸の周囲に金型を回転する工程、
ｃ）金型を冷却する工程、および
ｄ）金型を開いて、生成された製品を取出し、それにより重合体の中空品を製造する工程
：
を含んでなる、重合体の中空品を製造する方法。
【請求項２】
　安定剤組成物が更に、有機ホスファイトまたはホスホナイトの群から選択される少なく
とも一つの化合物を含んでなる、請求項１に従う方法。
【請求項３】
　少なくとも一つの有機ホスファイトまたはホスホナイトが、式１～７：
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【化２】

［式中、
　添字は整数であり、また
　ｎは２、３または４であり、ｐは１または２であり、ｑは２または３であり、ｒは４～
１２であり、ｙは１、２または３であり、そしてｚは１～６であり、
　Ａ1は、ｎが２である時はＣ2－Ｃ18アルキレン；酸素、硫黄または―ＮＲ4―により割
り込まれたＣ2－Ｃ12アルキレン；式
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【化３】

のラジカルまたはフェニレンであり、
　Ａ1は、ｎが３である時は式―ＣrＨ2r-1―のラジカルであり、
　Ａ1は、ｎが４である時は
【化４】

であり、
　Ａ2は、ｎが２である時のＡ1に対して定義された通りであり、
　Ｂは、直接結合、―ＣＨ2―、―ＣＨＲ4―、―ＣＲ1Ｒ4―、硫黄、Ｃ5－Ｃ7シクロアル
キリデン、あるいは、３、４および／または５位において１～４個のＣ1－Ｃ4アルキル基
により置換されたシクロヘキシリデンであり、
　Ｄ1は、ｐが１である時はＣ1－Ｃ4アルキルであり、またｐが２である時は―ＣＨ2ＯＣ
Ｈ2―であり、
　Ｄ2は、ｐが１である時はＣ1－Ｃ4アルキルであり、
　Ｅは、ｙが１である時はＣ1－Ｃ18アルキル、―ＯＲ1またはハロゲンであり、
　Ｅは、ｙが２である時は―Ｏ―Ａ2―Ｏ―であり、
　Ｅは、ｙが３である時は式Ｒ4Ｃ（ＣＨ2Ｏ―）3またはＮ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ―）3のラジカ
ルであり、
　Ｑは、少なくともｚ－価のアルコールまたはフェノールのラジカルであり、ここでこの
ラジカルは酸素原子を介してリン原子に結合されている、
　Ｒ1、Ｒ2およびＲ3は相互に独立に、未置換の、または、ハロゲン、―ＣＯＯＲ4、―Ｃ
Ｎもしくは―ＣＯＮＲ4Ｒ4により置換されたＣ1－Ｃ18アルキル；酸素、硫黄もしくは－
ＮＲ4―により割り込まれたＣ2－Ｃ18アルキル；Ｃ7－Ｃ9フェニルアルキル；Ｃ5－Ｃ12

シクロアルキル、フェニルまたはナフチル；ハロゲン、合計１～１８個の炭素原子をもつ
１～３個のアルキル基またはアルコキシ基により、あるいはＣ7－Ｃ9フェニルアルキルに
より置換されたナフチルまたはフェニル；あるいは、式

【化５】

［式中、ｍは３～６の範囲の整数である］
のラジカルであり、
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　Ｒ4は水素、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキルまたはＣ7－Ｃ9フェニルアル
キルであり、
　Ｒ5およびＲ6は相互に独立に、水素、Ｃ1－Ｃ8アルキルまたはＣ5－Ｃ6シクロアルキル
であり、
　Ｒ7およびＲ8は、ｑが２である時は相互に独立に、Ｃ1－Ｃ4アルキルまたは、一緒にな
って２，３－デヒドロペンタメチレン基であり、そして
　Ｒ7およびＲ8は、ｑが３である時はメチルであり、
　Ｒ14は、水素、Ｃ1－Ｃ9アルキルまたはシクロヘキシルであり、
　Ｒ15は、水素またはメチルであり、また２種以上の基Ｒ14およびＲ15が存在する時は、
これらの基は同一であるかまたは異なり、
　ＸおよびＹはそれぞれ直接結合または酸素であり、
　Ｚは直接結合、メチレン、―Ｃ（Ｒ16）2―または硫黄であり、そして
　Ｒ16はＣ1－Ｃ8アルキルである］
に従う化合物；
　式８：
【化６】

［式中、Ｒ17は、式８の芳香族部分の０～５位における同一のまたは異なる置換基であり
、また独立にＣ1－Ｃ20アルキル、Ｃ3－Ｃ20シクロアルキル、Ｃ4－Ｃ20アルキルシクロ
アルキル、Ｃ6－Ｃ10アリールおよびＣ7－Ｃ20アルキルアリールおよびそれらの組み合わ
せ物から選択される］
に従うトリスアリールホスファイト：
から選択される、請求項２に従う方法。
【請求項４】
　有機ホスファイトまたはホスホナイトが、トリフェニルホスファイト、ジフェニルアル
キルホスファイト、フェニルジアルキルホスファイト、トリラウリルホスファイト、トリ
オクタデシルホスファイト、ジステアリルペンタエリスリトールホスファイト、トリス（
２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト、トリス（ノニルフェニル）ホス
ファイト、式（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）、（Ｊ
）、（Ｋ）および（Ｌ）：
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【化７】
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【化８】
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【化９】

の化合物、２－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジオール２，４，６－トリ－ｔ－
ブチルフェノールホスファイト、ビス－（２，６－ジ－ｔ－ブチル－４－メチルフェニル
）ペンタエリスリトールジホスファイト、２－ブチル－２－エチル－１，３－プロパンジ
オール２，４－ジ－クミルフェノールホスファイト、２－ブチル－２－エチル－１，３－
プロパンジオール４－メチル－２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノールホスファイト、ビス－
（２，４，６－トリ－ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイトおよび
それらの組み合わせ物からなる群から選択される、請求項３に従う方法。
【請求項５】
　少なくとも一つの有機ホスファイトまたはホスホナイトが、トリス（２，４－ジ－ｔｅ
ｒｔ－ブチルフェニル）ホスファイト（ＩＲＧＡＦＯＳ（登録商標）　１６８）、ビス（
２，４－ジクミルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト（ＤＯＶＥＲＰＨＯＳ
（登録商標）　Ｓ９２２８）およびテトラキス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル
）４，４’－ビフェニレン－ジホスホナイト（ＩＲＧＡＦＯＳ（登録商標）　Ｐ－ＥＰＱ
）からなる群から選択される、請求項２に従う方法。
【請求項６】
　安定剤組成物が更に少なくとも一つのヒンダード・フェノール化合物を含んでなる、請
求項１～５のいずれか１項に従う方法。
【請求項７】
　少なくとも一つのヒンダード・フェノール化合物が、１つ以上の式（ＩＶａ）、（ＩＶ
ｂ）または（ＩＶｃ）：
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【化１０】

　［式中、
　Ｒ18は水素またはＣ1-4ヒドロカルビルから選択され、
　Ｒ19およびＲ20はそれぞれ独立に、水素またはＣ1－Ｃ20ヒドロカルビルから選択され
、そして
　Ｒ37はＣ1－Ｃ12ヒドロカルビルから選択される］
に従う分子フラグメントを含んでなる、請求項６に従う方法。
【請求項８】
　Ｒ18およびＲ37がメチルまたはｔ－ブチルから選択される、請求項７に従う方法。
【請求項９】
　少なくとも一つのヒンダード・フェノール化合物が、（１，３，５－トリス（４－ｔ－
ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，
４，６－（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－トリオン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ
－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，４，６（１Ｈ，３
Ｈ，５Ｈ）－トリオン、１，１，３－トリス（２’－メチルｌ－４’－ヒドロキシ－５’
－ｔ－ブチルフェニル）ブタン、トリエチレングリコールビス［３－（３－ｔ－ブチルｌ
－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオネート］、４，４’－チオビス（２－
ｔ－ブチル－５－メチルフェノール）、２，２’－チオジエチレンビス［３－（３－ｔ－
ブチル－４－ヒドロキシル－５－メチルフェニル）プロピオネート］、オクタデシル３－
（３’－ｔ－ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）プロピオネート、テト
ラキスメチレン（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルヒドロシンナメート）メ
タン、Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３－（３－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メ
チルフェニル）プロピオンアミド］、ジ（４－ｔｅｒｔ－ブチル－３－ヒドロキシ－２，
６－ジメチルベンジル）チオジプロピオネートおよびオクタデシル３，５－ジ－（ｔｅｒ
ｔ）－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート：からなる群から選択される、請求項
６に従う方法。
【請求項１０】
　少なくとも１のＲ21がＯＲ27として存在する、請求項１に従う方法。
【請求項１１】
　少なくとも３のＲ21が存在し、またＯＲ27またはメチルから選択される、請求項１０に
従う方法。
【請求項１２】
　Ｒ23がＣ1－Ｃ18ヒドロカルビルである、請求項１０に従う方法。
【請求項１３】
　式Ｖに従う、クロマンに基づく化合物がトコフェロールである、請求項１に従う方法。
【請求項１４】
　クロマンに基づく化合物が、式Ｖａ
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【化１１】

　［式中、Ｒ21はＯＨまたは-ＯＣ（Ｏ）ＣＨ3からそれぞれ選択される］
に従うビタミンＥまたはその酢酸塩である、請求項１に従う方法。
【請求項１５】
　クロマンに基づく化合物が、式Ｖに従う化合物の混合物である、請求項１に従う方法。
【請求項１６】
　クロマンに基づく化合物が、安定剤組成物の総重量の０．００１～５．０重量％存在す
る、請求項１に従う方法。
【請求項１７】
　クロマンに基づく化合物が安定剤組成物の総重量の０．０１～１．０重量％存在する、
請求項１６に従う方法。
【請求項１８】
　重合体組成物が、ｉ）　ポリプロピレン、ポリイソブチレン、ポリブト－１－エン、ポ
リ－４－メチルペント－１－エン、ポリイソプレンおよびポリブタジエンから選択される
モノオレフィンとジオレフィンの重合体、ｉｉ）　シクロペンテンおよびノルボルネンか
ら選択されるシクロオレフィンの重合体、ｉｉｉ）　場合により架橋されたポリエチレン
、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度、高分子ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）
、高密度、超高分子ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰ
Ｅ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、極低
密度ポリエチレン（ＶＬＤＰＥ）および超低密度ポリエチレン（ＵＬＤＰＥ）から選択さ
れるポリエチレン、ｉｖ）　それらの共重合体、並びにｖ）　それらの混合物：からなる
群から選択されるポリオレフィンを含んでなる、請求項１に従う方法。
【請求項１９】
　重合体組成物が更に、可視光線および／または紫外線の劣化効果に対して重合体組成物
を安定化するために有効な量の、ヒンダード・アミンの光安定剤、ヒンダード・ヒドロキ
シル安息香酸、ニッケルフェノラート、紫外線安定剤、およびそれらの組み合わせ物：か
らなる群から選択される光安定剤を含んでなる、請求項１に従う方法。
【請求項２０】
　光安定剤が、式（ＶＩ）：

【化１２】

［式中、
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　Ｒ31は水素、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ20ヒドロカルビル、－ＣＨ2ＣＮ、Ｃ1－Ｃ12アシルまたは
Ｃ1－Ｃ18アルコキシ：から選択され、
　Ｒ38は水素またはＣ1－Ｃ8ヒドロカルビルから選択され、そして
　Ｒ29、Ｒ30、Ｒ32およびＲ33はそれぞれ独立にＣ1－Ｃ20ヒドロカルビルから選択され
るか、あるいはＲ29とＲ30および／またはＲ32とＲ33が、それらが結合された炭素と一緒
になってＣ5－Ｃ10シクロアルキルを形成する］；あるいは
　式（ＶＩａ）
【化１３】

［式中、
　ｍは１～２の整数であり、
　Ｒ39は水素、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ20ヒドロカルビル、－ＣＨ2ＣＮ、Ｃ1－Ｃ12アシルまたは
Ｃ1－Ｃ18アルコキシ：から選択され、そして
　Ｇ1－Ｇ4はそれぞれ独立にＣ1－Ｃ20ヒドロカルビルから選択される］
に従う分子フラグメントを含んでなるヒンダード・アミン光安定剤化合物である、請求項
１９に従う方法。
【請求項２１】
　ヒンダード・アミンの光安定剤が、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）セバケート；ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ス
クシネート；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケー
ト；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）
セバケート；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｎ－ブチ
ル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート；１－（２－ヒド
ロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンと琥珀酸の
縮合物；２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルステアレート；２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イルドデカネート；１，２，２，６，６－ペンタメ
チルピペリジン－４－イルステアレート；１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン
－４－イルドデカネート；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）ヘキサメチレンジアミンと４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ
－１，３，５－トリアジンの縮合物；トリス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）ニトリロトリアセテート；テトラキス（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート；４－ベンゾイル
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－
ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）マロネー
ト；３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［
４．５］デカン－２，４－ジオン；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジル）セバケート；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジル）スクシネート；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン－４－イル）ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３
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，５－ｔトリアジンの縮合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－
アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルア
ミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，
２－ビス－（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物；８－アセチル－３－ドデシル
－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，
４－ジオン；３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
）ピロリジン－２，５－ジオン；３－ドデシル－１－（１－エタノイル－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；３－ドデシル－１
－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジ
オン；４－ヘキサデシルオキシ－と４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジンの混合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，
３，５－トリアジンの縮合物；１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタン，２，
４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンおよび４－ブチルアミノ－２，２，６，６
－テトラメチルピペリジンの縮合物；２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－
１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカン；オキソ－ピペラジニ
ル－トリアジン；７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－
３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカンとエピクロロヒドリンの反応生成物
；テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ブタン－１，２，３，
４－テトラカルボキシレート；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸，テトラキス（
１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）エステル；１，２，３，４－ブ
タンテトラカルボン酸，１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニルトリデシ
ルエステル；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸，２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジニルトリデシルエステル；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸と２
，２，６，６－テトラメチル－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］－ウン
デカン－３，９－ジエタノール重合体の１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリ
ジニルエステル；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸，２，２，６，６－テトラメ
チル－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］－ウンデカン－３，９－ジエタ
ノール，２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニルエステルとの重合体；ビス（
１－ウンデカンオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）カーボネ
ート；１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジノール；１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデ
カノイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；１－（４－オクタデカノイ
ルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１－イルオキシ）－２－オクタデ
カノイルオキシ－２－メチルプロパン；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペルジノール；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６
－テトラメチル－４－ピペルジノールとジメチルスクシネートの反応生成物；２，２，４
，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザジスピロ［５．１．１１．２］ヘン
エイコサン－２１－オン；２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペルジノールの高級脂
肪酸とのエステル；３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジ
ル）ピロリジン－２，５－ジオン；１Ｈ－ピロール－２，５－ジオン，１－オクタデシル
，（１－メチルエテニル）ベンゼンおよび１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジニル）－１Ｈ－ピロール－２，５－ジオンとの重合体；ピペラジノン，１，１’，
１’’－［１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリイルトリス［（シクロヘキシルイ
ミノ）－２，１－エタンジイル］］トリス［３，３，５，５－テトラメチル－；ピペラジ
ノン，１，１’，１’’－［１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリイルトリス［（
シクロヘキシルイミノ）－２，１－エタンジイル］］トリス［３，３，４，５，５－ペン
タメチル－；７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，
８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカンとエピクロロヒドリンの反応生成物；Ｎ
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，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ヘキサメチレンジ
アミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合
物；１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタン，２，４，６－トリクロロ－１，
３，５－トリアジンおよび４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
の縮合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ヘキ
サメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮
合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）
エタンの縮合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，
６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス－（３－アミノ
プロピルアミノ）エタンの縮合物；２－［（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－４，６－
ビス［Ｎ－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）ブチルアミノ－１，３，５－トリアジン；プロパンジオン酸，［（４－メトキシ
フェニル）－メチレン］－ビス－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニ
ル）エステル；テトラキス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－１
，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート；ベンゼンプロパン酸，３，５－ビス（１
，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシ－，１－［２－［３－［３，５－ビス（１，１
－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニル］－１－オキソプロポキシ］エチル］－２
，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニルエステル；Ｎ－（１－オクチルオキシ－
２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ’－ドデシルオキサルアミド
；トリス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ニトリロトリアセテー
ト；１，５－ジオキサスピロ｛５，５｝ウンデカン－３，３－ジカルボン酸，ビス（１，
２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）；１，５－ジオキサスピロ｛５，５
｝ウンデカン－３，３－ジカルボン酸，ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジニル）；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒド
ロキシピペリジンと琥珀酸の縮合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジン－４－イル）ヘキサメチレンジアミンと４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６
－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合物；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン
酸，１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニルトリデシルエステル；テトラ
キス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－１，２，３，４－ブタン
テトラカルボキシレート；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸，２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジニルトリデシルエステル；テトラキス（１，２，２，６，６
－ペンタメチルピペリジン－４－イル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレー
ト；２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－オキサ－３．２０－ジアザスピ
ロ（５．１．１１．２）－ヘンエイコサン－２０－プロパン酸－ドデシルエステルと２，
２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－オキサ－３．２０－ジアザスピロ（５．
１．１１．２）－ヘンエイコサン－２０－プロパン酸－テトラデシルエステルの混合物；
１Ｈ，４Ｈ，５Ｈ，８Ｈ－２，３ａ，４ａ，６，７ａ，８ａ－ヘキサアザシクロペンタ［
ｄｅｆ］フルオレン－４，８－ジオン，ヘキサヒドロ－２，６－ビス（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジニル）－；ポリメチル［プロピル－３－オキシ（２’，２’
，６’，６’－テトラメチル－４，４’－ピペリジニル）］シロキサン；ポリメチル［プ
ロピル－３－オキシ（１’，２’，２’，６’，６’－ペンタメチル－４，４’－ピペリ
ジニル）］シロキサン；メチルメタクリレートのエチルアクリレートおよび２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イルアクリレートとの共重合体；混合Ｃ20～Ｃ24アル
ファ－オレフィンと（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシンイ
ミドの共重合体；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸とβ，β，β’，β’－テト
ラメチル－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカン－３，９－ジエ
タノールの重合体の１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニルエステル；１
，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸とβ，β，β’，β’－テトラメチル－２，４，
８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカン－３，９－ジエタノールの重合体の
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２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニルエステルの共重合体；１，３－ベンゼ
ンジカルボキサミド，Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニ
ル；１，１’－（１，１０－ジオキソ－１，１０－デカンジイル）－ビス（ヘキサヒドロ
－２，２，４，４，６－ペンタメチルピリミジン；エタンジアミド，Ｎ－（１－アセチル
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニル）－Ｎ’－ドデシル

；ホルムアミド，Ｎ，Ｎ’－１，６－ヘキサンジイルビス［Ｎ－（２，２，６，６－テト
ラメチル－４－ピペリジニル）；Ｄ－グルシトール，１，３：２，４－ビス－Ｏ－（２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニリデン）－；２，２，４，４－テトラメチル
－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソ－ジスピロ［５．１．１１．２］ヘンエ
イコサン；プロパンアミド，２－メチル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジニル）－２－［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）アミノ］－
；７－オキサ－３，２０－ジアザジスピロ［５．１．１１．２］ヘンエイコサン－２０－
プロパン酸，２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－，ドデシルエステル；Ｎ－
（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－β－アミノプロピオン酸ドデ
シルエステル；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ’－ア
ミノオキサルアミド；プロパンアミド，Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジニル）－３－［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）アミノ］－；
４－ヘキサデシルオキシ－および４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジンの混合物；３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；３－ドデシル－１－（１－エタノイル－２
，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；ビス
（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシネート；ビス（１，２，
２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｎ－ブチル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシベンジルマロネート；トリス（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）ニトリロトリアセテート；１，１’－（１，２－エタンジイル）ビス
（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）；４－ベンゾイル－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン；４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２
－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）マロネート；３－ｎ－オクチル
－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，
４－ジオン；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セ
バケート；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スク
シネート；８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－
トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン；３－ドデシル－１－（２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；３－ドデシル－
１－（１－エタノイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ピロリジ
ン－２，５－ジオン；３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；４－ヘキサデシルオキシ－および４－ステ
アリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物；２－ウンデシル－７
，７，９，９－テトラメチル１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］
デカン；１，５－ジオキサスピロ｛５，５｝ウンデカン－３，３－ジカルボン酸，ビス（
２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）と１，５－ジオキサスピロ｛５，５
｝ウンデカン－３，３－ジカルボン酸，ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－
ピペリジニル）；Ｎ1－（β－ヒドロキシエチル）３，３－ペンタメチレン－５，５－ジ
メチルピペラジン－２－オン；Ｎ1－ｔｅｒｔ－オクチル－３，３，５，５－テトラメチ
ル－ジアゼピン－２－オン；Ｎ1－ｔｅｒｔ－オクチル－３，３－ペンタメチレン－５，
５－ヘキサメチレン－ジアゼピン－２－オン；Ｎ1－ｔｅｒｔ－オクチル－３，３－ペン
タメチレン－５，５－ジメチルピペラジン－２－オン；トランス－１，２－シクロヘキサ
ン－ビス－（Ｎ1－５，５－ジメチル－３，３－ペンタメチレン－２－ピペラジノン；ト



(15) JP 2014-501642 A5 2015.1.29

ランス－１，２－シクロヘキサン－ビス－（Ｎ1－３，３，５，５－ジスピロペンタメチ
レン－２－ピペラジノン）；Ｎ1－イソプロピル－１，４－ジアザジスピロ－（３，３，
５，５）ペンタメチレン－２－ピペラジノン；Ｎ1－イソプロピル－１，４－ジアザジス
ピロ－３，３－ペンタメチレン－５，５－テトラメチレン－２－ピペラジノン；Ｎ1－イ
ソプロピル－５，５－ジメチル－３，３－ペンタメチレン－２－ピペラジノン；トランス
－１，２－シクロヘキサン－ビス－Ｎ1－（ジメチル－３，３－ペンタメチレン－２－ピ
ペラジノン）；Ｎ1－オクチル－５，５－ジメチル－３，３－ペンタメチレン－１，４－
ジアゼピン－２－オン並びにＮ1－オクチル－１，４－ジアザジスピロ－（３，３，５，
５）ペンタメチレン－１，５－ジアゼピン－２－オン：からなる群から選択される、請求
項１９に従う方法。
【請求項２２】
　光安定剤が２－ヒドロキシベンゾフェノン化合物、２－（２’－ヒドロキシフェニル）
ベンゾトリアゾール化合物、２－（２’－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン化合物およびそれらの組み合わせ物からなる群から選択される紫外線吸収剤である、請
求項１９に従う方法。
【請求項２３】
　紫外線吸収剤が、式（ＶＩＩ）：
【化１４】

［式中、Ｒ34およびＲ35はそれぞれ独立に、場合により置換されたＣ6－Ｃ10アリール、
Ｃ1－Ｃ10ヒドロカルビル置換アミノ、Ｃ1－Ｃ10アシルまたはＣ1－Ｃ10アルコキシルか
ら選択され、そしてＲ36は式ＶＩＩのフェノキシ部分の０～４位における同一のまたは異
なる置換基であり、また、独立に、ヒドロキシル、Ｃ1－Ｃ12ヒドロカルビル、Ｃ1－Ｃ12

アルコキシル、Ｃ1－Ｃ12アルコキシエステルまたはＣ1－Ｃ12アシルから選択される］
に従う２－（２’－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン化合物である、請求
項２２に従う方法。
【請求項２４】
　２－（２’－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン化合物が、４，６－ビス
－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル
）－ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２，４－ジ
ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジヒドロキシフェニル
）－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４
－（２－ヒドロキシ－エトキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリア
ジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－
エトキシ）フェニル］－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－
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ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－６－（４－ブロモ
フェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－アセトキシエ
トキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２
，４－ジヒドロキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン、
２，４－ビス（４－ビフェニリル）－６－［２－ヒドロキシ－４－［（オクチルオキシカ
ルボニル）エチリデンオキシ］フェニル］－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（４－ビフェ
ニリル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（２－エチルヘキシルオキシ）フェニル］－ｓ－
トリアジン、２－フェニル－４－［２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－ブチルオキシ－
２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ
－アミルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、２，４
－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４（－３－ベンジルオキ
シ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２－
ヒドロキシ－４－ｎ－ブチルオキシフェニル）－６－（２，４－ジ－ｎ－ブチルオキシフ
ェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒ
ドロキシ－４－（３－ノニルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）－５－α－クミル
フェニル］－ｓ－トリアジン、メチレンビス－｛２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フ
ェニル］－ｓ－トリアジン｝、５：４：１の比率で３：５’、５：５’および３：３’位
で架橋されたメチレン架橋二量体混合物、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イ
ソオクチルオキシカルボニルイソ－プロピリデンオキシ－フェニル）－ｓ－トリアジン、
２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキ
シ－５－α－クミルフェニル）－ｓ－トリアジン、２－（２，４，６－トリメチルフェニ
ル）－４，６－ビス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピ
ルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（
３－ｓｅｃ－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）－フェニル］－ｓ－トリア
ジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－（３
－ドデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル）－ｓ－トリアジンと４，６－
ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－（３－トリデシルオ
キシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル）－ｓ－トリアジンの混合物、４，６－ビス
－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４（３－（２－エチルヘキシ
ルオキシ）－２－ヒドロキシプロポキシ）－フェニル）－ｓ－トリアジン、４，６－ジフ
ェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓトリアジン、２－（
４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン－２－イル）－５－［２－（２－エチルヘ
キサノイルオキシ）エトキシ］フェノール、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－
オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、プロパン酸，２，２’，２’’－
［１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリイルトリス［（３－ヒドロキシ－４，１－
フェニレン）オキシ］］トリス－１，１’，１’’-トリオクチルエステル、プロパン酸
，２－［４－［４，６－ビス（［１，１’－ビフェニル］－４－イル）－１，３，５－ト
リアジン－２イル］－３－ヒドロキシフェノキシル］－イソオクチルエステルおよびそれ
らの組み合わせ物：からなる群から選択される、請求項２２に従う方法。
【請求項２５】
　光安定剤がヒンダード・アミン光安定剤および紫外線吸収剤である、請求項１９に従う
方法。
【請求項２６】
　重合体組成物が更に、式ＶＩＩＩ：
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【化１５】

［式中、
　Ｔ1は、場合により置換されたＣ1－Ｃ36ヒドロカルビル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキルお
よびＣ7－Ｃ9アラルキルから選択され、そして
　Ｔ2は水素またはＴ1から選択される］
に従う、ヒドロキシルアミン化合物；並びに
　式ＩＸ：
【化１６】

［式中、
　Ｗ1およびＷ2はそれぞれ独立に、直鎖または分枝鎖のＣ6－Ｃ36アルキル、Ｃ6－Ｃ12ア
リール、Ｃ7－Ｃ36アラルキル、Ｃ7－Ｃ36アルカリール、Ｃ5－Ｃ36シクロアルキル、Ｃ6

－Ｃ36アルクシクロアルキルから選択されるＣ6－Ｃ36ヒドロカルビル、またはＣ6－Ｃ36

シクロアルキルアルキルから選択され、
　Ｗ3は直鎖または分枝鎖のＣ1－Ｃ36アルキル、Ｃ6－Ｃ12アリール、Ｃ7－Ｃ36アラルキ
ル、Ｃ7－Ｃ36アルカリール、Ｃ5－Ｃ36シクロアルキル、Ｃ6－Ｃ36アルクシクロアルキ
ルから選択されるＣ1－Ｃ36ヒドロカルビル、またはＣ6－Ｃ36シクロアルキルアルキルか
ら選択され、
　ただし、Ｗ1、Ｗ2およびＷ3の少なくとも一つはβ炭素－水素結合を含むこととし、ま
た
　前記アルキル、アラルキル、アルカリール、シクロアルキル、アルクシクロアルキルお
よびシクロアルキルアルキル基は、１～１６個の―Ｏ―、―Ｓ―、―ＳＯ―、―ＳＯ2―
、―ＣＯＯ―、―ＯＣＯ―、―ＣＯ―、―ＮＷ4―、―ＣＯＮＷ4―および―ＮＷ4ＣＯ―
基により割り込まれてもよく、
　あるいは前記アルキル、アラルキル、アルカリール、シクロアルキル、アルクシクロア
ルキルおよびシクロアルキルアリル基は、―ＯＷ4、―ＳＷ4、―ＣＯＯＷ4、―ＯＣＯＷ4

、―ＣＯＷ4、―Ｎ（Ｗ4）2、―ＣＯＮ（Ｗ4）2、―ＮＷ4ＣＯＷ4並びに、―Ｃ（ＣＨ3）
（ＣＨ2Ｒx）ＮＬ（ＣＨ2Ｒx）（ＣＨ3）Ｃ―基を含む５－および６－員環、から選択さ
れる１～１６個の基、により置換されてもよく、あるいは前記アルキル、アラルキル、ア
ルカリール、シクロアルキル、アルクシクロアルキルおよびシクロアルキルアルキル基は
、前記の基により割り込み、かつ置換され、そして
　Ｗ4は水素またはＣ1－Ｃ8アルキルから選択され、
　Ｒxは水素またはメチルから選択され、そして
　ＬはＣ1－Ｃ30アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒ部分、ここでＲはＣ1－Ｃ30直鎖または分枝鎖の
アルキル基である、または－ＯＲ部分、ここでＲはＣ1－Ｃ30直鎖または分枝鎖アルキル
基である、から選択され、そして
　前記アリール基は１～３個のハロゲン、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシまたは
それらの組み合わせ物により置換されてもよい］
に従う第三級アミン・オキシド化合物：
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からなる群から選択される少なくとも一つの化合物を含んでなる、請求項１に従う方法。
【請求項２７】
　式ＶＩＩＩに従う化合物が、そのＴ1およびＴ2が独立にベンジル、エチル、オクチル、
ラウリル、ドデシル、テトラデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシルおよびオクタデシルか
ら選択されるかまたは、そのＴ1およびＴ2がそれぞれ、水素化獣脂アミン中に認められる
アルキル混合物であるＮ，Ｎ－ジヒドロカルビルヒドロキシルアミンである、請求項２６
に従う方法。
【請求項２８】
　式ＶＩＩＩに従う化合物が、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチ
ルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒ
ドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジドデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒ
ドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシ
ルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－テトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－
ヘキサデシル－Ｎ－ヘプタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデ
シルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミンおよ
びＮ，Ｎ－ジ（水素化獣脂）ヒドロキシルアミン：からなる群から選択されるＮ，Ｎ－ジ
ヒドロカルビルヒドロキシルアミンである、請求項２６に従う方法。
【請求項２９】
　重合体組成物が更に、共添加剤、核生成剤、充填剤、強化剤、重合体添加剤およびそれ
らの組み合わせ物からなる群から選択される少なくとも１つの化合物を含んでなる、請求
項１に従う方法。
【請求項３０】
　安定剤組成物が、重合体組成物の総重量の０．００１～６５．０重量％存在する、請求
項１～２９のいずれか１項に従う方法。
【請求項３１】
　安定剤組成物が、重合体組成物の総重量の０．０１～２５重量％存在する、請求項３０
に従う方法。
【請求項３２】
　安定剤組成物が、重合体組成物の総重量の０．０１～１０重量％存在する、請求項３１
に従う方法。
【請求項３３】
　重合体組成物が、より長期間にわたり安定に留まり、また、その最適な機械的および／
または物理的特性を保持することを更に特徴とする、請求項１に従う方法。
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